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ガイドラインでは基本方針に沿った緑地計画、維持管理がなされるよう、下表に示す３つの

デザイン方針及び計画・維持管理段階のプロセスの方針に沿って、視点と配慮事項例、参考事

例から構成しています。 

 

プロセス 

デザイン 計画段階 維持管理段階 

Ⅰ 
緑
地
等
の
有
効
配
置 

1.敷地周囲への配置 

 物理的・心理的な緩衝効果を発揮する

よう、防災を意識した配置や緑地等を

敷地周囲に集めることのすすめ 
 維持管理計画の重要性

の啓発 

 防災機能の維持・向上に

配慮した緑地の手入れ

や剪定 

2.緑のボリューム確保 
 上記の物理的・心理的な緩衝効果を高

めるための工夫のすすめ 

3.ゆとりとうるおいの形

成 

 緑地等により、工場内全体にゆとりと

うるおいを感じさせることのすすめ 

Ⅱ 
地
域
社
会
へ
の
貢
献 

1.風景の形成 
 地域の魅力を高め、周辺地域と調和し

た緑地等を形成することのすすめ 
 地域ニーズに対応する

ことのすすめ 

 地域との協働による維

持管理のすすめ 

 地域に則した植栽等、堺

市らしい工場緑地形成

のすすめ 

2.地域との関わりの増大 

 地域とのパートナーシップや環境施

設整備を通じて、地域社会と積極的に

関わることのすすめ 

3.地域文化への配慮 

 上記を発展させ、地域との融合に向け

て、地域の歴史・文化に配慮すること

のすすめ 

Ⅲ 
環
境
へ
の
貢
献 

1.創エネ・省エネ・省資源・

リサイクルの取組 

 工場の創エネ・省エネ化、廃棄物減量

化、リサイクル推進(屋上緑化、雨水再

利用等)のすすめ 

 維持管理への継続的な

対応のすすめ 

 廃棄物活用による環境

貢献のすすめ 

2.生態系への配慮 
 生物多様性への配慮(ビオトープ、小

動物の通り道等)のすすめ 

3.ヒートアイランド化対

策 

 工業集合地特例等を活用した地域全

体における緑地等の適正配置やまと

まりのある緑が連担する緑地形成等

のすすめ 

 

 

 


